
2017 度 B日程法学既修者入学試験 民法 

 

民 法 配点 60点  

 

問題  

 ，自宅 別 建物 以下 件建物 いう。 を所 し いた ， 成 28 9

1日， 対し， 件建物を代金 3000万円 売却し， 日，売買代金を受領した。し

し ， 移転 記等 諸費用を 日 捻出す こ ったた ， へ

件建物 引渡し 所 権移転 記 ， 移転 記費用等を準備 た段階 行うこ

合意し 別 た。 

 そ 後， 一向 連絡をし こ い状態 続い いた こ ， ，自己 義

所 権 記を利用し ， 12 1日， ，弁済期 1 後，利息 割 約定 ，

500万円を借 入 時 ，こ 借入金を担保す た ， 件建物 た 抵当権

を設定す こ し， 日， 抵当権設定 記 行った。 

 ， 成 29 3 ， 件建物 引渡し 所 権移転 記 完了したい 考え

いた。 2 1 日， ， 件建物を見 行った こ ，不法占拠者 勝手 件建

物 住 着い い 状態を 見した。 ，こ 時点 移転 記費用等を準備

い い。 

 

， 対し， 件建物 明渡を請求 。法的根拠を示し，検討し さい。 

， 対し， 件建物 明渡を請求 。法的根拠を示し，検討し さい。 

， 対し， 件建物 明渡を請求 。法的根拠を示し，検討し さい。 

 



2017年度 B日程法学既修者入学試験 商法 

 

商 法 配点 40点  

 

以 設例を 各設問 答え さい  

 

設例  

1  株式会社 以 社 という 化学薬品製造販売事業と健康食品製造販売

事業を行う東京証券 引所市場第 2部 株式を 場 締役会・監査役会設置会社

あ 近年 化学薬品製造販売事業 業績 低迷し 事業を東京証券 引所 1部

場会社 株式会社 以 社 という 引 て いたいと考え始 社

を分割会社 社を承継会社と 吸 分割を 社 打診したと 社 乗

気 吸 分割 条件 いて注文を て た  

2  社 条件 化学薬品製造販売事業 吸 分割 対価として 客観的 企業価値

10億円を いと評価 を 7億円という安い対価 してほしいという

あ た 以 本件吸 分割 という 社 入手した 信 銀行及び 経営コン

サルタント会社 鑑定評価書 本件吸 分割 対価 10億円と 載

さ ていた 社として 社 化学薬品製造販売事業を引 て うた

7億円を飲 以外 いと思 た  

3  成 28年 6 27日 社株主総会 いて 社 株式を 15％保 社

議決権を行使して う て本件吸 分割 議案 可決さ 吸 分割 効力発生日

成 28年 8 1日と定 た  

4  10年以 前 社株式を 5％保 株主 社及び 社株主 と て不利益

と 本件吸 分割 反対 株主総会 いて 反対票を投 た  

  

設問 配点 20点  

成 28年 7 15日 時点 株主 同年 6 27日開催 株主総会決議 瑕疵を争

いたいと思 てい う 訴訟を提起 べ た 訴訟 認容さ 検

討し さい  

 

設問 配点 20点  

同 く 成 28年 7 15日 段階 吸 分割 効力発生日前 本件吸 分割を

阻止したいと思 てい う 差止事由を主張して訴訟を提起 べ た

訴訟 認容さ 検討し さい  

 



2017年度 B日程法学既修者入学試験 民事訴訟法 

 

民事訴訟法 配点 40点  

 

問題 配点 15点  

 次 用語 意義を簡潔 述べ 具体例を挙 て 明し さい  

 間接事実 5点  

 主張責任 5点  

 将来給付 訴え 5点  

 

問題 配点 25点  

貸金返還請求訴訟を提起し 勝訴判決 確定した後 口頭弁論終結時

存在した反対債権と 相殺を主張して 対し債務不存在確認訴訟を提起した 相殺

債務消滅 主張 既判力 妨  


